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【公開日】平成25年5月20日(2013.5.20)
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   Ｇ０３Ｂ  21/14     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  21/00     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｆ   1/13357  (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/74     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０３Ｂ  21/14    　　　Ｚ
   Ｇ０３Ｂ  21/00    　　　Ｄ
   Ｇ０２Ｆ   1/13    ５０５　
   Ｇ０２Ｆ   1/13357 　　　　
   Ｈ０４Ｎ   5/74    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年7月16日(2014.7.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　本実施形態では予め算出したルックアップテーブルを用いて第１光源１１の出力を増加
させる。このルックアップテーブルは、回転蛍光板の回転数が所定数に到達してからの経
過時間と回転蛍光板１３（モーター１４）の回転数との関係を予め評価しておくことで作
成されたものである。したがって、制御部６１は、上記ルックアップテーブルを参照する
ことで、回転蛍光板１３の回転数が所定数に到達してからの経過時間に対応した回転蛍光
板１３の回転数に関する情報を取得する。ルックアップテーブルを用いれば、制御部６１
が回転蛍光板１３（モーター１４）の回転数を常に管理する必要が無く、回転蛍光板１３
の回転数が所定数に到達した時間のみを管理すればよくなるため、第１光源１１の点灯後
における制御部６１の制御を簡略化できる。
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